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みるoするとこの屯戚井は'｢首朗巌かなくなるのです｣と言っ

く｡これも九百年近く前にノルマン人が建てたものだ｡一八九四年以降は博物館として一般公開されている｡今にも亡霊が出号つな石のらせん際警建材とのぼって屋上に出るとノリッジの町を一望に見渡せる｡銃眼あたりの石の

が､実戦の激し

てウインクをしでみせた8聞見とれて首筋が凝る人擁壁

地卜に下りる

西ヨ-ロヅパで最屯多く中世
の教会を擁する鷲誉れがノリッジである.ロンドンから北東の方向へ東軍で二時間弱のこの町は､イースト･アングリア地方最大の都市でもある｡ノ鋭式亭等び見る塔をもつノ

i

リッ喜藤町のシンボル㌍藁婆んと10九六

ということらし鴇それほどの壮観ならば､見ないで帰るほう

地下叩(ろう)があっ

狩り時代に実際に使われた鉄の拘束椅子(いす)や拘束衣など心底おどろおどろしい器賞から､｢おしゃべりな女を黙らす

･ための鉄のくつわ｣なんて冗談

だか本気だかわからないものまであるoこの｢滴正｣くつわは筋果があったのかと誉責にたずねたら､｢はずすと以前にましておしゃべりになった女もいたらしい｣ーと答えてくれた｡
その冗談を闘い.てふと思っ

がよほどバチ当たりである｡
聖堂を出てノリッジ犠酢

'三橋　だoイギリス人には強烈に個性.魔女　的蓋多い.それはひょっと

井画

したら幼少時に与えられる､鉄のくつわ並みの

咋で毒る｡外観もさるサ

ー　1.　J L

厳しいしつけのたまものではないか｡押さえつけても矯正してもなお奪い嘗れず､ますま義母発現してくるもの｡亮がゆるぎない個件を形作るのではないかo

がらも億くいさめられた｡の物欝が描かれ

毎かさの秘幣はこのあたりに
あったりして｡なんてた&..)と

暮夏東のくつわをはめられ
そうですが｡
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